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要  約 

 

 普通肥料である熔成けい酸りん肥の公定規格の変更について、「普通肥料の公定規

格に関する食品健康影響評価の考え方」に基づき、食品健康影響評価を実施した。 

 評価に用いた資料は、当該肥料の概要、原料、製造工程、重金属含有量、栽培試験

等に関する資料である。 

 以下、審議後作成。 
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Ⅰ．評価対象肥料の概要 

１．公定規格の変更内容及び経緯 

普通肥料である熔成けい酸りん肥は、りん鉱石に、けい石、石灰石及び塩基性

のマグネシウム含有物を混合し、溶融したりん酸質肥料で、今回、本肥料につい

て、農林水産大臣より、の公定規格に、使用できる原料としてマンガン含有物及

びほう酸塩を追加する公定規格の変更に係る食品健康影響評価の要請があったも

のである。を行うもの。なお、含有すべき主成分の最小量（%）、含有を許される

有害成分の最大量（%）及びその他の制限事項については変更しない。(参照 1、

2) 

 

２．原料及び製造方法 

本肥料熔成けい酸りん肥の試作品の原料の使用割合を表 1 に、及び製造工程の概

要を、表 1 及び図 1 に示した。(参照 1、3、4) 

 

表 1 熔成けい酸りん肥の原料使用割合（単位：%） 

原 料 使用割合 

りん鉱石 19.2 

珪石 1) 13.4 

生石灰 23.6 

フェロニッケル鉱さい 2) 34.2 

マンガン鉱石 3.4 

ほう砂 1.4 

粒状化促進材 3)（消石灰、廃糖蜜発酵廃液、パルプ廃液） 4.8 

合 計 100 
1) 二酸化けい素（シリカ SiO2）を主体とした塊状のものの総称 
2) ガーニエライト鉱、石灰石、コークス等を原料として粗フェロニッケル鉱さいを造るときにできる鉱

さい 
1)3) 粒状肥料製造の際、粒状化を促進するために使用される材料 
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1)：食品工業、パルプ工業、化学工業、窯業、鉄鋼業又は非鉄金属製造業において副産されるもの（軽焼

マグネシア又はこれに類似した原料を使用する場合がある。） 
2)：消石灰を製品重量に対し 0.5 %以下使用する場合がある。 

下記のいずれか一つを使用する場合がある。 
① 糖蜜発酵廃液（製品重量に対し 5.0 %以下） 
② パルプ廃液（製品重量に対し 4.0 %以下） 
③ 糖蜜発酵廃液＋パルプ廃液（製品重量に対し 5.0 %以下） 

 

      図 1 熔成けい酸りん肥製造工程の概要 

 

３．肥料の施用方法 

本当該肥料の施用方法を表 32 に示した。(参照 1) 

 

表 32 熔成けい酸りん肥の施用方法 

対象農作物 施  用  方  法 

野菜類（主にアブラナ類） 

基肥として 10 a 当たり 40～80 kg を施用 麦 類 

果樹類 

 

 

Ⅱ．安全性に係る知見の概要 

１．主な重金属類の含有量 

Ⅰ．２．の原料及び製造工程により製造される熔成けい酸りん肥については、マ

ンガン含有物、ほう酸塩等の肥料原料の特性及び製造工程を考慮すると、肥料原料

由来の重金属類による影響について検討する必要があると考えられた。 

りん鉱石 

粒状化促進剤 
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熔成けい酸りん肥における主な重金属類の含有量調査結果を表 43 に示した。(参

照 1、3) 

 

表 43 熔成けい酸りん肥おける主な重金属類の含有量（単位：ppm）     

ひ素 カドミウム ニッケル クロム チタン 水銀 鉛 

<5 <1 580 1,600 390 <0.01 7 

  ※分析点数は 7 点。 

 

２．栽培試験の概要 

本当該肥料の栽培試験の概要を表 45 に示した。 

供試肥料区における発芽及び生育については、肥料中の有害成分に由来するもの

と思われる有害影響は見られなかったことから、供試肥料は植物に対して特段の有

害作用はないと考えられた。(参照 3) 

 

表 45 マンガン・ほう素入り熔成けい酸りん肥の栽培試験 

 
供試品

目 
供試土壌 試験方法 供試肥料区 対照肥料 

植 物 へ

の 有 害

影響 

試験 1 

コマツ

ナ 

 

灰色低地土

水田土壌、砂

壌土 

播種、間引き

5 週間栽培 基準量、2 倍

量 
通常熔成

けい酸り

ん肥 

なし 

試験 2 
八街土壌（シ

ルト質壌土） 

播種、間引き

5 週間栽培 
なし 

試験 3 
表層腐植質

黒ボク土 

播種、 

4 週間栽培 

基準量、2～

4 倍量 
なし 

 

 

Ⅲ．食品健康影響評価 

 評価対象肥料の原料や製造工程等を検討した結果、「普通肥料の公定規格に関する

食品健康影響評価の考え方」（平成 16 年 3 月 18 日食品安全委員会了承）に基づき、

評価対象肥料中に含有される可能性があると考えられる重金属類について評価を行

った。（参照 45） 

 

１．本当該普通肥料におけるひ素、ニッケル、クロム、チタン、水銀及び鉛につい

て 

① ひ素及びニッケルは植物に対する毒性が強く、土壌中の濃度が上昇した場合

には植物に過剰障害が現れて生育が阻害されるため、ひ素及びニッケルを高濃度
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に蓄積した農作物を摂取する機会は非常に低いと考えられること、また、普通肥

料に由来する量では、過剰障害が生じる濃度にまで土壌中の当該重金属濃度を上

昇させないこと、 

② 普通肥料に由来するクロム、水銀及び鉛は、植物に吸収されにくいこと、 

から、農作物の摂取を通じてこれらの重金属による健康被害を生じる可能性は

極めて低いと判断した。（参照 45） 

 

２．本当該普通肥料におけるカドミウムについて 

カドミウムは、農作物を汚染する可能性があることから、土壌汚染の程度を指標

として次の試算を行った。 

当該普通肥料を表 2 に示した最大施用量で 1 年間施用し、肥料中のカドミウムが

全て土壌に吸着したと想定した場合のカドミウム負荷濃度を試算した。10a 当たり

の作土量を 150t（作土層 15cm、比重 1）とし、肥料中のカドミウム濃度には表 3

の分析値の最大値を用いた。 

その結果、表 5 のとおり、本肥料に由来するカドミウムは、当該肥料を施用した

場合においても、農用地中のカドミウム平均濃度（0.34 ppm）をほとんど増加させ

ないと判断した。（参照 6） 

 

表 5 当該普通肥料を 1 年間施用した場合の肥料由来カドミウムの土壌への負荷

濃度（試算値） 

施用方法 
肥料中のカドミウム

濃度(ppm) 

試算される土壌負

荷濃度(ppm) 用途 
最大施用量

（kg/10a） 

基肥 80 ＜1 0.0005* 

*計算式： 
肥料中のカドミウム濃度（1 ppm）1)×施用量（80 kg）÷10 a 当たりの作土量（150 t）2) 

＝0.0005 ppm 
1)：実測値は<1 ppm であるが、1 ppm とした。 
2)：10 a 当たりの作土量：作土層（15 cm）×面積（1,000 ｍ2）×比重（1）＝150ｔ 

 

３．食品健康影響評価について 

以上のことから、公定規格変更後の熔成けい酸りん肥は、適切に使用される限

りにおいて、食品を介してヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるものと

考えられる。 
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